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関
西
石
川
県
人
会
連
合
会
の
皆
様
方
に

は
お
元
気
で
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
日
頃
か
ら
県
人
会
連
合
会
の
活
動

に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。 

 

さ
て
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
石
川
県
で
は
、

北
陸
新
幹
線
の
金
沢
開
業
か
ら
丸
四
年
が

経
過
し
ま
し
た
。 

昨
年
の
観
光
入
込
は
、
前
年
を
上
回
り
、

特
に
外
国
人
宿
泊
者
数
は
６
年
連
続
で
過

去
最
多
を
更
新
す
る
な
ど
、
国
内
外
か
ら
多

く
の
観
光
客
が
石
川
県
を
訪
れ
て
お
り
、
県

内
全
域
で
開
業
効
果
が
今
な
お
続
い
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。 

 

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
関
西
石
川
県

人
会
連
合
会
の
会
長
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
、

粉
骨
砕
身
連
合
会
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
早
や
二
年
が
経
過
し

ま
し
た
。 

 

皆
さ
ま
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、
県
人
会

連
合
会
の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
石
川
県
に
ゆ
か
り
あ
る

会
員
相
互
の
融
和
を
進
め
る
た
め
に
、
連
合

会
副
会
長
で
あ
っ
た
こ
ろ
に
進
め
て
い
た

八
尾
県
人
会
を
皮
切
り
と
し
た
大
阪
府
内

の
地
区
別
県
人
会
の
立
ち
上
げ
と
交
流
促

進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昨

年
度
は
大
阪
輪
島
会
、
関
西
羽
咋
会
、
関
西

野
々
市
会
の
三
つ
の
団
体
に
連
合
会
に
ご

加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
度
は
、

京
都
石
川
県
人
会
、
関
西
珠
洲
会
、
関
西
能

美
市
の
会
に
既
に
ご
加
入
い
た
だ
い
た
ほ

か
、
関
西
ふ
る
さ
と
山
中
会
が
加
入
に
歩
み

を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
に

よ
り
、
こ
れ
か
ら
益
々
様
々
な
会
員
の
方
々

の
交
流
が
進
み
、
連
合
会
が
活
性
化
し
て
い

く
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 

私
た
ち
県
人
会
連
合
会
の
も
う
一
つ
の

目
標
は
、
ふ
る
さ
と
石
川
の
振
興
発
展
に
寄

与
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今

日
に
お
い
て
そ
の
第
一
の
課
題
は
北
陸
新

幹
線
の
一
日
も
早
い
全
線
開
通
で
あ
ろ
う

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
北
陸
新
幹
線
の
早
期

全
線
開
通
の
機
運
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
関
西

石
川
県
人
会
が
一
致
協
力
し
、
石
川
の
応
援

団
と
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。 

 

      

県
人
会
だ
よ
り 

  

大
阪
能
登
互
助
会
が 

新
年
会
を
開
催 

 

一
月
十
一
日
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
お

い
て
、
大
阪
能
登
互
助
会
の
役
員
新
年
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

西
村
正
勝
会
長
か
ら
は
、
災
害
が
多
か
っ

た
昨
年
を
振
り
返
り
、
今
年
度
は
多
く
の
会

員
の
参
加
に
よ
り
事
業
を
進
め
て
い
き
た

い
旨
の
挨
拶
が
あ
り
、
永
下
県
大
阪
事
務
所

長
か
ら
祝

辞
が
あ
り

ま
し
た
。

今
年
度
の

事
業
説
明

が
あ
っ
た

後
、
参
加

者
で
懇
談

を
し
ま
し

た
。 

  

  

県
人
会
連
合
会
が 

新
年
会
を
開
催 

 
一
月
十
七
日
、
大
阪
市
の
日
本
料
理 

「
芝
苑
」
に
て
、
連
合
会
の
役
員
新
年
互
礼

会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

開
会
に
あ
た
り
、
井
上
作
雄
会
長
か
ら
石

川
県
の
近
況
や
会
長
就
任
後
の
活
動
報
告

と
併
せ
、
元
号
が
改
ま
る
今
年
度
に
お
け
る

更
な
る
改
革
や
飛
躍
に
向
け
た
抱
負
が
語

ら
れ
ま
し
た
。
赤
沢
信
秀
北
國
銀
行
執
行
役

員
大
阪
支
店
長
、
高
島
誠
加
能
人
社
長
が
祝

辞
を
述
べ
、
中
松
勝
彦
副
会
長
の
発
声
で
乾

杯
し
、
懇
談
し
ま
し
た
。 

 

西
村
正
勝
副
会
長
の
中
締
め
の
挨
拶
で

閉
会
し
ま
し
た
。 

  

加
賀
浴
友
会
が 

新
年
会
を
開
催 

 

一
月
二
十
四
日
、
大
阪
市
の
ニ
ュ
ー
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
南
大
使
館
に
お
い
て
、
加
賀
浴
友
会

の
新
年
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
松

勝

彦

会

長

か

ら
、
昨
年
の
地

震
や
台
風
で
業

界
は
大
き
な
打

撃
を
受
け
た
が

皆
で
結
束
し
て

頑
張
っ
て
い
き

た
い
旨
の
挨
拶

が
あ
り
、
田
中

宏
司
大
阪
信
用

金

庫

副

理

事

長
、
宮
前
宏
一

大
阪
公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
理

事
長
の
祝
辞
の
あ
と
、
西
村
正
勝
大
阪
能
登

助
会
会
長
の
発
声
で
乾
杯
し
、
懇
談
し
ま
し

た
。 

 

西
野
榮
二
御
幸
懇
親
会
会
長
の
音
頭
に

よ
り
万
歳
三
唱
し
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

  



 

友
愛
会
が
新
年
会
を
開
催 

 

一
月
二
十
五
日
、
大
阪
市
の
日
本
料
理

「
芝
苑
」
に
お
い
て
、
友
愛
会
が
新
年
会
を

開
催
し
ま
し
た
。 

 

松
生
義
邦
会
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
友
愛

会
の
歩
み
や
昨
年
の
数
々
の
災
害
に
触
れ
、

過
去
の
大
規
模
災
害
の
折
に
も
結
束
し
て

乗
り
越
え
て
き
た
こ
と
を
挙
げ
て
、
こ
れ
か

ら
も
協
力
し
て
い
き
た
い
旨
の
挨
拶
が
あ

り
、
永
下
県
大
阪
事
務
所
長
の
故
郷
の
近
況

を
交
え
た
祝
辞
の
あ
と
、
田
中
米
吉
相
談
役

の
発
声
で
乾
杯
し
、
懇
談
し
ま
し
た
。 

 

京
都
県
人
会
が
新
年
会
を
開
催 

  

一
月
二
十
六
日
、

京
都
市
内
の
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
京
都
に

お
い
て
、
京
都
石

川
県
人
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
坂

本
和
一
会
長
か
ら
、

今
年
の
事
業
計
画

へ
の
積
極
的
な
参

加
の
呼
び
掛
け
な

ど
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
井
出
由
美

子
京
都
府
広
報
課

長
、
永
下
県
大
阪
事
務
所
長
か
ら
の
祝
辞
の

あ
と
、
会
員
で
歌
手
の
中
佐
勝
美
さ
ん
、
小

田
長
恵
さ
ん
が
登
場
し
、
文
化
企
画
と
し
て

歌
謡
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
織
部
正
副

会
長
の
発
声
で
乾
杯
、
懇
談
も
和
や
か
に
進

み
、
最
後
に
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱

し
ふ
る
さ
と
石
川
へ
の
想
い
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。 

 

能
親
会
が
新
年
会
を
開
催 

 

一
月
二
十
八
日
、
大
阪
能
親
会
の
新
年
会

が
大
阪
市
の
日
本
料
理
「
芝
苑
」
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
西
村
正
勝
会
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
来
賓
の
奥
山
恵
三
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命

な
ん
ば
第
五
営
業
所
長
か
ら
の
祝
辞
が
あ

り
、
永
下
県
大
阪
事
務
所
長
か
ら
事
務
所
に

開
設
さ
れ
た
移
住
相
談
窓
口
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
役
員
ら
に
よ
る
鏡
割
り
が
行
わ
れ
、

池
田
佳
行
相
談
役
の
発
声
で
乾
杯
し
、
抽
選

会
で
盛
り
上
が
る
な
ど
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

 

東
大
阪
・
八
尾
県
人
会
が 

合
同
新
年
会
を
開
催 

 

二
月
九
日
、

東
大
阪
の
石
切

ホ
テ
ル
セ
イ
リ

ュ

ウ

に

お

い

て
、
東
大
阪
、
八

尾
県
人
会
の
合

同
新
年
会
が
開

催

さ

れ

ま

し

た
。
木
田
潔
東

大
阪
県
人
会
会

長
か
ら
、
平
成

最
後
の
新
年
会
で
あ
る
が
会
員
そ
れ
ぞ
れ

の
絆
を
深
め
よ
う
と
挨
拶
が
あ
り
、
浦
政
男

八
尾
県
人
会
会
長
か
ら
は
発
足
十
年
目
の

節
目
を
迎
え
る
今
年
の
総
会
へ
の
参
加
が

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
地
元
の
バ
ン
ド
の

懐
か
し
の
名
曲
、
映
画
音
楽
の
演
奏
を
楽
し

ん
だ
後
、
井
上
作
雄
県
人
会
連
合
会
会
長
の

発
生
で
乾
杯
し
、
た
く
さ
ん
の
カ
ラ
オ
ケ
自

慢
の
歌
声
に
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。 

 

関
西
能
美
市
の
会
が
総
会
を
開
催 

  

五
月
十
一
日
、
大
阪
市
の
ホ
テ
ル
プ
リ
ズ

ム
ロ
ー
ズ
大
阪
に
お
い
て
、
関
西
能
美
市
の

会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西
居
厚
会
長

か
ら
能
美
市
の
す
ば
ら
し
い
発
展
を
祝
う

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
困
難
を
克
服
で
き
た

の
は
ふ
る
さ
と
の
お
か
げ
と
の
挨
拶
が
あ

り
、
井
出
敏
朗
能
美
市
長
か
ら
の
市
政
報
告

の
後
、
西
居
会

長
へ
市
観
光
特

使
の
委
嘱
状
が

渡

さ

れ

ま

し

た
。
続
く
懇
親

会
で
は
南
山
修

一
能
美
市
議
会

議
長
の
発
声
で

乾
杯
し
、
抽
選

会
な
ど
で
盛
り

上
が
り
、
宮
崎

一
也
顧
問
の
中

締
め
挨
拶
で
閉

会
し
ま
し
た
。 

 

大
阪
能
登
互
助
会
が
総
会
を
開
催 

 

五
月
二
十
四
日
、
大
阪
市
の
太
閤
園
に
お

い
て
、
大
阪
能
登
互
助
会
の
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
西
村
正
勝
会
長
か
ら
、
連
合
会

に
加
入
す
る
県
人
会
も
増
え
て
お
り
、
み
ん

な
で
ふ
る
さ
と
石
川
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
、
土
橋
順
一
県
観
光

戦
略
推
進
部
観
光
企
画
課
参
事
、
中
田
裕
之

羽
咋
市
副
市
長
、
廣
瀬
康
雄
中
能
登
町
副
町

長
の
祝
辞
の
後
、
玉
屋
匡
康
県
大
阪
事
務
所

長
の
挨
拶
で
懇
親
会
が
始
ま
り
、
澤
井
伸
一

郎
中
能
登
町
商
工
会
長
の
発
声
で
乾
杯
し

ま
し
た
。
か

ほ
く
市
出

身
の
歌
手

杉
本
和
也

さ
ん
の
歌

で
盛
り
上

が
り
、
中
松

勝
彦
加
賀

浴
友
会
会

長
の
中
締

め
で
閉
会

し
ま
し
た
。 

  

南
大
阪
県
人
会
が
総
会
を
開
催 

 

五
月
二
十
五
日
、
泉
佐
野
市
の
ス
タ
ー
ゲ

イ
ト
ホ
テ
ル
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
に
お
い
て
、

南
大
阪
石
川
県
人
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
野
和
之
会
長
か
ら
、
ふ
る
さ
と
石
川
の
た

め
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と
の
挨
拶
が
あ 



り
、
玉
屋
匡
康
県
大
阪
事
務
所
長
か
ら
Ｉ
Ｌ

Ａ
Ｃ
大
阪
の
Ｐ
Ｒ
を
含
め
た
祝
辞
の
後
、
萬

喜
裕
基
副
会
長
か
ら
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
来

日
に
関
連
し
、
世
界
情
勢
は
不
透
明
だ
が
乗

り
越
え
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
井
上
作
雄
県
人
会
連

合
会
会
長
が
挨

拶
で
今
年
度
の

連
合
会
事
業
に

つ
い
て
触
れ
た

後
に
乾
杯
し
、

昔
話
で
ふ
る
さ

と

を

懐

か

し

み
、
嶋
中
正
美

幹
事
の
中
締
め

で
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。 

 

関
西
だ
よ
り 

 

京
都
女
子
駅
伝
で
県
勢
健
闘 

  

全
国
女
子
駅
伝
二
〇
一
九
は
、
一
月
十
三

日
に
青
空
広
が
る
快
晴
の
西
京
極
総
合
運

動
公
園
に
て
号
砲
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
、
京
都

市
内
を
巡
る
コ
ー
ス
で
競
わ
れ
ま
し
た
。
石

川
県
選
手
団
は
、
第
一
走
者
が
七
位
で
タ
ス

キ
を
渡
す
健
闘
を
見
せ
た
も
の
の
、
そ
の
後

徐
々
に
順
位
を
落
と
し
て
い
き
ま
し
た
。
最

終
走
者
は
富
山
県
の
選
手
の
背
中
を
追
い

か
け
る
形
で
西
京
極
の
ト
ラ
ッ
ク
に
入
っ

て
き
ま
し
た
が
、
最
終
の
四
コ
ー
ナ
ー
で
相

手
を
か
わ
し
、
結
果
、
昨
年
か
ら
三
つ
順
位

を
上
げ
て
三
十
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
競
技

に
先
立
ち
、
坂

本
和
一
会
長

以
下
京
都
石

川
県
人
会
役

員
、
井
上
作
雄

県
人
会
連
合

会
会
長
、
永
下

県
大
阪
事
務

所
長
ら
が
石

川
県
選
手
団

の
宿
舎
を
訪

れ
激
励
し
ま

し
た
。 

 

星
稜
高
校
が
春
の
選
抜
甲
子
園 

 
で
健
闘 

  

第
九
十
一
回
の
選
抜
高
校
野
球
大
会
は
、

三
月
二
十
三
日
に
開
幕
し
星
稜
高
校
が
出

場
し
ま
し
た
。
初
日
の
第
三
試
合
に
出
場
し

た
星
稜
高
校
は
、
優
勝
候
補
と
並
び
称
さ
れ

る
地
元
大
阪
の

履
正
社
高
校
と

対
戦
。
一
回
表

に
星
稜
高
校
が

一
点
を
入
れ
、

息
詰
ま
る
投
手

戦
で
そ
の
後
六

回
ま
で
両
チ
ー

ム
得
点
な
し
、

七
回
以
降
に
二

点
を
追
加
し
三

対
〇
で
勝
利
し

ま
し
た
。
三
月

二
十
八
日
に
行
わ
れ
た
二
回
戦
は
千
葉
県

の
習
志
野
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、
二

回
に
一
点
を
先
制
す
る
も
そ
の
後
逆
転
さ

れ
、
一
対
三
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。 

 

県
人
会
は
二
試
合
と
も
に
応
援
団
を
結

成
し
、
ア
ル
プ
ス
席
か
ら
熱
い
声
援
を
送

り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
試
合
に
先
立
ち
、
井
上
作
雄
石
川

県
人
会
連
合
会
会
長
、
辻
口
信
良
副
会
長
、

谷
内
田
栄
治
総
務
部
長
が
星
稜
高
校
ナ
イ

ン
の
宿
泊
先
を
訪
れ
激
励
し
ま
し
た
。 

  

県
事
務
所
だ
よ
り 

 

ほ
っ
と
い
し
か
わ
な
に
わ
館
の 

観
光
展
を
開
催 

  

県
事
務
所
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
石
川
県

の
観
光
と
物
産
展
を
三
月
十
四
日
に
開
催

し
ま
し
た
。
五
郎
島
金
時
の
焼
き
芋
試
食
、

地
元
の
事
業
者
の
協
力
に
よ
る
地
ビ
ー
ル

や
地
酒
の
試

飲
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

例
年
、
ほ
っ

と
石
川
な
に

わ
館
で
三
月

に
行
っ
て
い

る
石
川
フ
ェ

ア
と
も
重
な

り
、
た
く
さ

ん
の
来
訪
者

で
賑
わ
い
ま

し
た
。
県
人
会
の
方
々
に
も
多
数
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

県
事
務
所
で
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
県
内
各
地
の
観
光
情
報
や
地
域

の
魅
力
、
伝
統
的
工
芸
品
を
は
じ
め
と
し
た

物
産
の
情
報
発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

な
お
、
次
回
は
七
月
十
一
日
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

移
住
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
相
談
窓
口 

「
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
大
阪
」
好
調 

  

昨
年
十
二
月
五
日
に
谷
本
知
事
が
来
阪

し
開
所
式
を
行
っ
た
、
関
西
地
区
に
お
け
る

石
川
県
へ
の
移
住
・
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
相
談
窓

口
「
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
大
阪
」
で
は
、（
株
）
パ
ソ
ナ

か
ら
相
談
の
プ
ロ
を
派
遣
い
た
だ
き
、
相
談

者
に
寄
り
添
い
就
職
の
あ
っ
せ
ん
や
各
市

町
の
移
住
促
進
・
助
成
制
度
の
活
用
な
ど
の

相
談
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

既
に
石
川
県
へ
の
移
住
を
果
た
し
た
相

談
者
も
い
る
な
ど
、
順
調
な
滑
り
出
し
と
な

っ
て
い
ま
す
。
県
人
会
の
皆
様
に
は
、
石
川

県
へ
の
移
住
に
興
味
を
持
た
れ
る
方
に
「
し

っ
か
り
と
し
た
相
談
場
所
が
あ
る
よ
」
と
お

口
添
え
を
頂
け
れ
ば
幸
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 
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